
 
 
 
 
 
 
山上晧研究班アンケート用紙のご紹介 

 

長野英子 

 

 厚生労働省研究班『触法行為を繰り返す治療困難者が入院する施設の設備構造、

人員配置、治療内容に関する研究』分担研究者代表＝山上皓・東京医科歯科大学難

治疾患研究所教授）は罪を犯し、措置入院となった精神障害者の入院処遇実態を調

べるアンケート調査を行いました。 

 

 調査にあたる山上教授によれば「調査結果を国民のコンセンサス確立に役立てて、

（公的な専門病棟を整えて）精神病院の機能分担を図り、触法精神障害者の適切な

処遇と再犯防止につなげて、精神障害者への社会の偏見をなくしたい」とのこと。 

 

 山上教授は率直に語っているが、この調査研究は特別専門病棟設置およびその内

容の基礎資料になりそうです。どういう形でアンケートが行われたのか、そしてど

のような結論に結び付けられるのか、たくさんの疑問点が浮かんできます。 

 

 多くの方に読んでいただき、率直なご感想を寄せていただきたいと存じます。 

 

 これについてのご意見がある方は以下にメールをくだされば幸いです。 

 

hanayumari@hotmail.com 



 



 



 



 



 



 


